
「鹿児島玉龍中学校のおはら祭り伝承活動への取組」 

１．学校名 鹿児島市立鹿児島玉龍中学校 

２．学年・人数 １・２・３年生 ３６０人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

  令和７年１０月２４日（金） 玉龍中学校体育館 

⑵ 本番の日時・場所 

  令和７年１１月 ３日（月） 照国表参道 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴名称 

 おはら祭り（おはらまつり） 

⑵由来 

 江戸時代の初めに、現宮崎県都城市の武士が陣中で歌った唄を、鹿児島の

原良（はらら）の武士が、帰国後、歌詞をつくって歌い始め、それが鹿児

島に広がるにつれ、原良に「お」がついて「オハラ節」と呼ばれるように

なった。 

⑶構成等 

 昭和２４年から始まる南九州最大の祭りである。 

鹿児島を代表する民謡「おはら節」や「鹿児島ハンヤ節」「渋谷音頭」にあ

わせて練り踊る「総踊り」を中心に、様々な催しが行われる。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

学校と地域が連携して、おはら祭を継承していくために、生徒だけでなく

保護者の参加も呼びかけ、おはら祭に参加した。関東から同窓会の方も来鹿

され、生徒と一緒に参加された。 

また、事前の練習として地域ポランティアの方を講師にお招きした。各学

年の有志から構成される「おはら隊」を立ち上げ、各学年の踊り連の先頭に

立って踊りを盛り上げた。 

今後も、おはら祭を伝承していきたい。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【生徒】 

・みんなで踊ることができて楽しかったし、嬉しかった。 

・最初は踊れるか不安だったけど、だんだん踊れるようになって楽しかった。 

・先頭で大きな掛け声をかけることができた。 

【保護者等】生徒と一緒に踊ることができよかった。来年も是非参加したい。 

 

 おはら祭の様子 

 

      

〔文化財伝承等の取組事例〕 


